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生徒みんなでより良い学校生活づくり 
 先日（５月１３日）に生徒総会が実

施されました。今年度の生徒会活動の

計画を審議しました。学級討議、代議

員会を経て、各専門委員会、研修部活

動の活動計画を丁寧に審議し、すべて

の議案が可決されました。    

佐藤校長からは「限られた時間と

様々な条件の中でどうやったら学校

生活を充実させることができるか、い

ろいろな工夫を凝らした計画だった」

と講評がありました。今年度も生徒の

活躍が楽しみになる生徒総会でした。 

スローガンに込めた思い 

 このスローガンには、体育祭や合唱祭

などの学校行事はもちろんのこと、委員

会活動や研修部活動などにもみんなで

協力して取り組んでいこうという意味が

込められています。 

また、今年度より、１年間を４つの期に

分けて、行事を中心とした生徒会活動を展開

しています。目指す姿を明確にして、中心となる行事の成功と、互いに切磋琢磨して成長すること

を目的としています。期ごとに特に活躍が期待される委員会を「重点委員会」として設定し、活動

を展開します。 

 その他にも、「学期ごとの縦割り活動の

実施」、「友情を壊さないための城北 ipad

ルールの制定」、「いつでも・どこでも・誰

とでも」をスローガンにして、挨拶をより

活発化するなど多くの活動が予定されて

います。より良い学校生活を生徒自らが

創り上げる。今年度の城北中学校はさら

に楽しみです。 

 

４つの教育期 

【第１期】「新しい出会いを大切にしよう」 

【第２期】「目標に向かって努力しよう」 

【第３期】「仲間との絆を深めよう」 

  「相手の気持ちを考えて行動しよう」 

【第４期】「卒業式を成功させよう」 

  「進級準備をしよう」 

 



ある日の城北中学校～学校ホームページから～ 

 ４月後半から、学校生活も本格的にスタートしています。随時、ホームページで生徒の活動の

様子を更新しております。今回は４月後半からの記事の内容を抜粋して掲載します。ホームペー

ジもぜひ、ご覧ください。 

生徒会 委員会活動  

2022.04.19 

４月 19 日、今年度最初の専門委員会を行いました。各委員会で

は、自己紹介の後、今年度の活動目標や主な活動内容、日常活動の

分担などを行いました。いよいよ１年生も加わり、今年度の生徒会

活動がスタートします。  

３年生 理科  

2022.04.20 

３年生の理科の授業の様子です。ばねばかりを３方向から引っ張り合って、力の合

成について実験をしました。２力の合力ともう一つの力が釣り合っているかどうか…

実際にやってみると、一目瞭然。力の合成について、理解が深まりました。  

２年生 技術・家庭科  

2022.04.22 

２年生の技術・家庭科（技術分野）では、木材を加工して自分の暮らしの

役に立つ棚や本立てを製作しています。慣れない、のこぎりやかんなの扱い

に苦戦しながらも、一つ一つの作業を丁寧に、進めていました。カメラを向

けるとポーズ！…楽しい雰囲気の授業でした。  

全校朝会 正副級長任命式  

2022.04.27 

27 日の全校朝会では、今年度の前期級長、副級長の任命式を行いました。

既に学級でリーダーとして活躍をしている皆さんで

すが、校長から任命書を手渡され、気持ちを新たにした様子でした。４限目に

は、生徒総会に向けての学級討議があり、さっそく、級長、副級長が話合いを

進行しました。写真は１年生の学級討議の様子です。生徒会役員の先輩のサポ

ートを受けながら、班で意見を出し合い、その内容を学級全体で共有するなど、

スムーズに話合いを進めていました。  
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避難訓練  

2022.05.06 

６日（金）、今年度最初の避難訓練を行いました。今回は火災を想定

した避難訓練です。避難の様子を参観した消防署員の方からは、避難状

況がとてもよかったとほめていただきました。その上で「本当の火災時

は、非常ベル、煙、防火扉、防火シャッターなどで、普段見ている風景

が大きく変わる。中学生なので、動けないでいる仲間を励まし、助け合

って避難してほしい」という話がありました。  

今回は、各学級の代表生徒が、煙の充満した教室から避難する体験を

しました。煙を吸わないように鼻口を覆うのはもちろん、煙をよけるた

めに低い姿勢を保つこと、視界が悪い中移動するので片手で周辺を探り

ながら歩くことなど、実際に体験して分かることがたくさんありました。  

学習委員会「StudyTime」 NEW  

2022.05.16 

月曜日の朝は、学習委員会が運営する Study Time です。学習委員の

生徒が授業の内容などを基に問題をつくり、正副委員長が Google フォ

ームにまとめて Google Classroom にアップします。生徒が iPad から問

題に挑戦すると、回答後、すぐに採点結果が表示されます。生徒は、授

業以外にも活用場面を見付けて使い方を工夫しています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の予定    

５月２５日(水)  内科検診（１年） 

              生徒朝会 

５月２６日(木)  １年生遠足（中ノ俣ウォーク） 

５月２７日(金)  英語検定① 

５月３１日(火)  耳鼻科検診（１年＋α） 

６月 １日(水)  内科検診（２年） 

６月 ２日（木） 質問教室① 

６月 ３日（金） 質問教室② 

６月 ６日（月） 第１回定期テスト① 

６月 ７日（火） 第１回定期テスト② 

６月 ９日（木） 尿検査第２次 

６月１０日（金） 城北中結団式 

ホームページ随時更新中 

 御来校いただく機会がなかなかな

いコロナ禍です。HP で生徒の活躍

をぜひ、ご覧ください。 

 

 

javascript:F_Open('./2022/58343');
javascript:F_Open('./2022/58939');
http://www.johoku.jorne.ed.jp/
http://www.johoku.jorne.ed.jp/
http://www.johoku.jorne.ed.jp/


令和４年度 定期テストについて 

 令和３年度の学習指導要領の完全実施を経て、城北中学校では定期テストの在り方を見直しました。

令和４年度の定期テストは、以下のようになります。生徒総会の前に全校生徒に向けて説明をしました。

第１回目の定期テストは６月６・７日となります。計画的に学習を進めて、学習面でも良いスタートを

切りましょう。 

 

１ 定期テスト内容変更の趣旨 

 ・情報化、科学技術の発展、グローバル化など、変化の激しい社会を生き抜いていくために、知

識のみの習得ではなく、自ら考え、判断し、表現する力が求められている。 

 

 

 

 ・NRT や全国学力学習状況調査から、城北中生の学力実態として、選択式に比べ、記述式問題に

課題が見られる。 

 

２ 定期テストのあり方 

 ・教科の特性、求められる学力の定着度と授業改善、学習改善を目的とし、以下のようにテスト

を実施いたします。 

 

（１）時間配分 
① 国語・数学・英語 55 分間 
② 社会・理科    45 分間 

（２）満点設定 
・「知識・技能」を問う設問を 50 点、「思考力・判断力・表現力」を問う設問を 50 点、合計 100

点満点とする。 

 ・５教科で 500 点満点のテストとする。 

 ・国語、数学、英語の 100 点の中には、WEB 配信問題も含まれる。 

（３）順位や成績カード 
  昨年同様、希望者には順位を伝える。テスト実施後には、テストカードとして家庭に通知をす

る。 

（４）その他 

  この他にも、各教科で小テスト等を実施し、総合的に成績を算出いたします。 

 

３ 参考資料（昨年の高校入試の出題傾向） 

【国語】筆者の主張を問う記述問題は、複数の内容をまとめる必要がある。複数の情報を捉え、要

点をまとめる力が求められた。 

【数学】与えられた条件をもとにグラフを利用して速さについて考察する問題が出題された。１問

１答ではなく会話形式のやりとりから正しい答えを導き出す力が求められた。 

【英語】文章の内容から正しい組み合わせを選ぶ問題や文脈に合う英文を考える問題が出題された。

自由英作文については手紙の内容を読み取り、送る相手によって適切な返事を書く自己表

現力が求められた。 

【社会】地理・歴史・公民ともに、複数の資料を比較して特徴を読み取り、記述したり答えを選ん

だりする問題が多く、情報を読み込んで判断する問題が出題された。 

【理科】多くの問題が実験や観察結果から特徴を読み取る形式で出題された。現象の関連性や因果

関係などを考えさせる傾向が見られた。 

★複数の視点から考えたり、複数の叙述や図表を基に考えたり（表現したり）する力 

★どのようにして考えたか、根拠を明らかにして説明する力 


